
 

 

 
 

 

今回の学習指導要領の改訂におい

て、観点別学習状況の評価について
は、教育目標や内容の再整理を踏ま
えて、小・中・高等学校の各教科を
通じて、４観点から３観点に整理さ
れました。それぞれの観点におい
て、何をどのように評価するかとい
った評価の進め方について、各校で
十分な共通理解が図られているでし
ょうか。 
中でも「主体的に学習に取り組む

態度」については、どのように評価

していけばよいのかといった不安を抱えている人も決して少なくないのではないかと思
います。そこで、今回は「主体的に学習に取り組む態度」の評価について確認します。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Learning View

各教科等の「主体的に学習に取り組む態度」に係る観点の趣旨に照らして、知識及
び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりするために、自らの

学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しなが
ら学ぼうとしているかどうかという意思的な側面を評価します。 

 

 

「指導と評価の一体化」を進めるために② 

～観点別学習状況の評価「主体的に学習に取り組む態度」について～ 
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価のイメージ 

●この評価については、 

①知識及び技能を獲得したり、思考力、判断
力、表現力等を身に付けたりすることに向け
た「粘り強い取組」を行おうとする側面と、 

②①の粘り強い取組を行う中で、「自らの学
習を調整しようとする側面」という２つの側
面から評価することが求められる。 

●これら①②の姿は実際の教科等の学びの中で
は別々ではなく相互に関わり合いながら立ち
現れるものと考えられることから、実際の評
価の場面においては、双方の側面を一体的に
見取ることも想定される。 

例えば、自らの学習を全く調整しようとせず
粘り強く取り組み続ける姿や、粘り強さが全
くない中で自らの学習を調整する姿は一般的
ではない。 

まず、この観点では「何を」評価するのか？ 



ここでいう「粘り強い取組」とは、各教科の特質に応じた問題解決や学習改善に子ど
もたちが粘り強く取り組むことを意味しているもので、単に継続的な行動や積極的な発

言等を行うなど、性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉える評価ではない
ことに留意する必要があります。    

また、「自らの学習を調整しようとする側面」とは、粘り強い取組を行う中で、自ら
の学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するなどの意思的な側面のこと
で、具体的には次のような児童生徒の姿が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この観点の評価においては、児童生徒が自らの理解の状況
を振り返ることができるような発問を工夫したり、自らの考
えを記述したり話し合ったりする場面、他者と協働を通じ
て自らの考えを相対化する場面を、単元や題材などの内容
のまとまりの中で意図的に設定していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例えば、ノートにおける特定の記述などを取り出して、他の観点から切り離して「主

体的に学習に取り組む態度」のみを単体で取り出して評価することは適切でなく、「知

識・技能」や「思考力・判断力・表現力」等と一体的に評価していくという構えが大切

だということを押さえて、評価を進めていく必要があります。 

 

 観点別学習状況の評価については、学習指導要領の規定に沿って評価規準を作成し、

各教科の特質を踏まえて適切に評価方法を工夫することにより、学習評価の

結果が児童生徒の学習や教師による指導の改善に生きるものにしていかな

ければなりません。この評価本来の趣旨を念頭に置きながら、各学校で単元

や題材などの内容のまとまりごとに教科部等で十分な共通理解を図りながら

進めてほしいと思います。 
（引用・参考文献） 

①「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 文部科学省 国立教育政策研究所 

②学習評価の在り方ハンドブック（小中学校編）文部科学省 国立教育政策研究所 

③児童生徒の学習評価の在り方について（報告）中央教育審議会 初等中等教育分科会 

◆ノートやレポート等における記述 

◆授業中の発言                 評価を行う際に考慮する材料の 

◆教師による行動観察              一つとして用いることなどが 

◆児童生徒による自己評価や相互評価等の状況   考えられます。 

 ただし、各教科の特質に応じて、児童生徒の発達段階や一人一人の個性を十分に考
慮しながら、「知識・技能」「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価
を行う必要があります。 

 

次に、この観点を「どのように」評価するのか？ 

□前時までのノート等を見返すなど、既習事項を次の学習に生かそうとする姿 

□分かりやすくするために、言葉や図、グラフ等を付け加えて説明する姿 

□ひとつの方法で解決した後、別の方法でも解決を試みようとする姿 

□うまくいかなかった解決方法について振り返り、それを修正したり別の方法を考えたりする姿 

□自分の解決方法を自己評価し、さらによいものを求めようとする姿 

□学習した内容について振り返り、次の学習につなげようとする姿 

□課題解決の方向性について見通しをもち、必要に応じてそれを修正する姿 

□他者の意見や考え方を参考にしながら、よりよい解決方法を模索する姿      など 

ポイントを定
めて、児童生
徒の学習状況
を見取ること
が重要！！ 

①・② 
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